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良
寛
禅
師
の
最
晩
年
の
行
履
に
光
を
添
え
た
遺
弟
貞
心
尼
は
、
師
の
遷
化
後
、
そ
の

風
光
の
埋
も
れ
る
の
を
惜
し
み
、
師
と
の
間
に
こ
ま
や
か
に
交
わ
さ
れ
た
和
歌
を
綴
っ

た
『
者
知
須
の
露
』
を
残
し
て
い
る
。
ま
た
、
師
の
道
徳
を
伝
え
る
詩
偈
の
数
々
を
世

に
遺
そ
う
と
す
る
中
、
師
の
遺
芳
に
接
し
て
こ
の
詩
集
の
採
録
、
開
版
を
志
し
て
い
た

禅
傑
謙
巖
藏
雲
和
尚
に
遭
い
、
持
て
る
も
の
全
て
を
捧
げ
て
そ
の
上
梓
へ
の
助
力
を
行

な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
に
重
ね
ら
れ
た
藏
雲
和
尚
と
の
間
の
書
簡
の
一
部
が
、
現

在
、
禅
師
、
貞
心
尼
、
及
び
藏
雲
和
尚
の
ゆ
か
り
の
越
後
の
地
に
伝
蔵
さ
れ
て
い
る
。

藏
雲
和
尚
宛
の
貞
心
尼
自
筆
の
書
簡
が
な
ぜ
藏
雲
和
尚
の
遷
化
の
地
、
上
州
前
橋
の

住
持
院
に
残
さ
れ
ず
、
越
後
の
各
地
に
散
じ
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
か
を
筆
者
は
不
審

に
思
い
過
ご
し
て
い
た
が
、
こ
れ
は
、
藏
雲
和
尚
晩
年
の
弟
子
の
洞
水
覺
山
和
尚
が
師

の
遷
化
後
、
そ
の
遺
品
を
自
ら
が
引
き
継
ぎ
、
師
寮
寺
か
ら
晋
住
し
た
越
後
柏
崎
の
全

性
寺
へ
持
ち
移
し
た
か
ら
で
あ
り
、
さ
ら
に
覺
山
和
尚
が
同
地
の
普
廣
寺
に
転
じ
て
そ

こ
で
火
災
に
遭
い
、
そ
の
遺
品
の
多
く
が
失
わ
れ
、
前
住
地
に
残
っ
た
も
の
な
ど
も
、

漸
次
散
じ
て
諸
家
に
蔵
さ
れ
る
に
至
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、

こ
よ
な
く
貞
心
尼
を
愛
し
み
そ
の
遺
文
の
収
集
を
進
め
ら
れ
た
堀
桃
坡
氏
が
、
縁
故
者

か
ら
聴
取
し
確
認
し
た
さ
ま
な
ど
を
自
著
『
良
寛
と
貞
心
尼
の
遺
稿
』
に
記
し
て
い
る
。

さ
て
、
貞
心
尼
自
筆
の
前
橋
龍
海
院
藏
雲
和
尚
宛
書
簡
は
、
早
く
は
明
治
大
正
の
間

に
在
地
柏
崎
の
実
業
家
中
村
藤
八
氏
が
筆
録
さ
せ
た
「
淨
業
餘
事
」
の
録
文
、
大
正
三

年
に
西
郡
久
吾
氏
に
よ
っ
て
『
北
越
偉
人
沙
門
良
寛
全
傳
』
中
に
収
録
さ
れ
た
四
通
の
遺
文
、

ま
た
昭
和
三
、
四
年
に
在
地
の
禅
僧
で
研
究
家
の
上
杉
艸
庵
氏
が
言
及
し
た
も
の
、
次

い
で
昭
和
十
三
年
に
相
馬
御
風
氏
に
よ
り
そ
の
著
『
良
寛
と
貞
心

�貞
心
尼
全
集

�』

中
に
採
録
さ
れ
た
二
通
、
さ
ら
に
は
昭
和
三
十
七
年
に
先
記
の
堀
氏
に
よ
っ
て
載
録
さ

れ
た
六
通
の
遺
簡
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
中
の
貞
心
尼
自
筆
書
簡
の
数
通
は
、
良
寛
禅
師
の
書
蹟
研
究
や
そ
の
蒐
集

で
高
名
で
あ
っ
た
安
田
靫
彦
画
伯
や
地
蔵
堂
の
医
師
で
良
寛
禅
師
の
崇
敬
者
藤
井
正
宣

氏
な
ど
も
収
蔵
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
一
部
が
精
巧
な
複
製
巻
子
と
し

て
世
に
残
さ
れ
て
い
る
。
本
誌
で
紹
介
す
る
貞
心
尼
自
筆
藏
雲
和
尚
宛
書
簡
は
、
こ
の

中
の
一

本
で
、

幸
い
な
こ
と
に
、
地
蔵
堂

町
（
現

燕
市

）
の
良
寛

史
料

館
に

厳
蔵
さ
れ

て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
複
製
巻
子
の
製
作
の
経
緯
や
原
本
の
所
蔵
に
つ
い
て
は
現

在
そ
の
詳
細
が
知
ら
れ
な
い
が
、
巻
末
の
台
紙
余
白
下
部
に
大
和
古
印
風
の
字
体
で
捺

さ
れ
た

陽
字

印
「

由
支

比
古
」
が

見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
安
田
靫
彦
画
伯
が

直
接

的
に
か
間

接
的
に
か
こ
れ
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
貞
心
尼
自
筆
の
藏
雲
和
尚
宛
の
書
簡
は
、
現
在
ま
で
に
原
蹟
の
ま
ま
で

正
確
に
紹
介
さ
れ
た
も
の
が
な
く
、
す
べ
て
活
字
採
録
の
も
の
の
み
が
一
般
に
知
ら
れ

る
ば
か
り
で
あ
り
、
そ
の
録
文
に
は
草
書
の
判
読
の
過
誤
や
表
記
の
問
題
が
出
来
し
勝

ち
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
に
複
製
本
か
ら
で
は
あ
る
が
、
そ
の
原
蹟
の
写
真
を
掲
げ
て
原

蹟
に
准
じ
た
録
文
と
こ
れ
を
翻
字
し
た
釈
文
を
提
示
す
る
次
第
で
あ
る
。

さ
て
、
複
製
巻
子
に
は
、
そ
の
時
々
に
書
き
送
っ
た
貞
心
尼
自
筆
の
書
簡
四
通
が
個
々

に
精
密
に
復
印
さ
れ
、
紙
継
ぎ
や
配
列
を
含
め
て
、
原
品
通
り
に
貼
り
継
が
れ
て
い
る

と
見
ら
れ
る
。
巻
子
は
、
緑
青
地
金
襴
手
の
布
表
紙
を
返
す
と
、
紬
様
の
茶
褐
の
布
の

見
返
し
の
も
と
に
、
広
狭
、
長
短
あ
る
書
簡
が
順
次
現
れ
る
。
巻
子
の
天
地
幅
は

25㎝

余
、
書
簡
貼
り
込
み
面
の
上
下
幅
は

21㎝
余
、
左
に
展
げ
切
っ
た
長
さ
は

3.5ｍ
余
に
も

及
ぶ
。
並
べ
ら
れ
た
書
簡
に
は
、
天
地
幅

17.5㎝
の
巻
紙
を
用
い
た
と
見
ら
れ
る
第
二
書

簡
を
除
い
て
、
概
ね

13～

4㎝
の
間
隔
で

19か
所
ほ
ど
の
紙
継
ぎ
跡
が
見
ら
れ
、
貞
心
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尼
が
半
紙
を
適
宜
貼
り

�ぎ
筆
を
走
ら
せ
て
い
た
様
が
想
像
さ
れ
る
。

貞
心
尼
は
、
や
や
肉
太
の
万
葉
仮
名
を
含
め
た
草
体
の
文
字
を
綴
っ
て
い
る
が
、
そ

の
書
態
は
、
良
寛
禅
師
由
来
の
も
の
と
も
見
え
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
良
寛
禅
師
も
習
っ

た
仮
名
の
手
本
、
当
時
流
布
し
て
い
た
木
版
刷
り
の
「
散
々
難
美
帖
」
や
「
秋
萩
帖
」

の
影
響
を
受
け
た
も
の
の
よ
う
で
、
独
特
の
趣
を
も
っ
て
い
る
。
良
寛
禅
師
の
初
期
の

仮
名
に
似
た
姿
が
認
め
ら
れ
る
。
詳
し
く
は
、
写
真
図
版
を
一
覧
し
て
頂
き
た
い
。

翻
刻
の
後
に
、
巻
子
装
と
さ
れ
て
い
る
藏
雲
和
尚
宛
貞
心
尼
自
筆
書
簡
を
便
宜
的
に

配
列
順
に
番
号
を
付
し
、
先
学
の
所
録
の
藏
雲
和
尚
宛
貞
心
尼
自
筆
書
簡
を
対
照
さ
せ

た
表
（
細
井
作
成
）
を
付
載
す
る
が
、
そ
れ
ら
の
書
簡
は
、
そ
の
何
れ
も
が
、
良
寛
禅

師
の
詩
集
の
出
版
に
関
わ
る
内
容
を
綴
っ
て
お
り
、
第
一
書
簡
に
記
さ
れ
る
「
先
年
」

の
文
字
が
何
れ
の
年
を
指
す
の
か
不
詳
で
あ
る
が
、
第
二
書
簡
は
、
そ
の
中
の
（

4）

の
部
分
に
貞
心
尼
の
庵
居
釈

�堂
が
不
在
中
に
大
火
で
焼
失
し
た
こ
と
を
記
し
た
文
が

見
ら
れ
る
こ
と
で
、
こ
の
書
簡
が
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
四
月
廿
一
日
の
大
火
の

三
日
後
に
書
か
れ
た
も
の
と
確
認
さ
れ
、
ま
た
、
第
三
書
簡
の
末
尾
添
書
の
和
歌
に
つ

い
て
、
堀
氏
が
、
元
治
二
年
の
紀
年
が
あ
る
類
歌
の
存
在
か
ら
、
こ
の
書
簡
も
こ
の
年

に
書
か
れ
た
も
の
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
堀
氏
が
採
録
す
る
「
そ
の
二
」
（
や
よ
ひ
廿
七
日
付
）
の
書
簡
は
、
そ
の
文
中

に
「
去
年
中
は
殿
様
御
か
く
れ
遊
ば
さ
れ
…
」
と
綴
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
姫
路
藩

主
酒
井
家
第
七
代
当
主
忠
顯
公
の
死
去
の
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
〔
十
月
十
四
日
〕
の

翌
年
、
万
延
二
年
が
二
月
十
九
日
に
改
元
さ
れ
て
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
と
な
っ
た

一
月
程
後
に
書
き
送
ら
れ
た
も
の
と
確
認
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
を
総
覧
す
る
と
、
巻
子
中
の
も
の
を
含
め
て
、
貞
心
尼
の
藏
雲
和
尚
宛
の
現

存
の
書
簡
は
、
藏
雲
和
尚
が
奔
走
し
て
良
寛
禅
師
の
詩
集
の
出
版
を
実
現
さ
せ
る
直
前

の
折
の
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
で
あ
る
。
何
れ
に
し
て
も
、
巻
子
に
第
一
、

第
二
、
第
三
、
第
四
と
貼
り
並
べ
ら
れ
た
書
簡
に
は
、
藏
雲
和
尚
の
安
否
を
問
い
、
自

ら
の
さ
ま
を
述
べ
、
和
尚
の
依
頼
に
応
え
て
、
師
の
遺
墨
（
五
十
音
の
書
き
物
ほ
か
）
や

抄
写
詩
集
（
遍
澄
抄
写
の
も
の
）、
某
氏
執
筆
の

序
文
を

伝
え
、

肖
像

画
な

ど
を

呈
し
、

ま
た
師
の
話
し
の
聞
き
覚
え
や
係
累
の
報
告
な
ど
を
す
る
貞
心
尼
の
誠
実
な
行
状
が
顕

わ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
貞
心
尼
は
、
自
筆
書
簡
で
、
師
良
寛
禅
師
の
詩
集
開
板
や
碑
刻
立
石
の

企
図
や
そ
の
動
静
な
ど
を
藏
雲
和
尚
に
書
き
綴
る
中
で
、
余
人
が
執
筆
し
よ
う
と
し
、

ま
た
執
筆
し
て

貰
っ
た
「

序
文
」
に
つ
い
て
、
「
何
れ
に
て
も

無
き

方
が
中
々
に
ま
し

な
ら

む
か
と
存

じ
参
ら
せ

候
」
と
記
し
、
「

序
文
の

事
仰
せ
の

如
く

俗
人
ま
し
て
は

師
を

其
人
を

を
知
ら
ぬ
者

ず
し
て

の
書
た
る
は
中

�

に
徳
を
損
じ
無
き
に
は
劣
る
事
も
御
座
候
」
と

書
い
て
い
る
。
こ
の
条
り
は
、
良
寛
禅
師
研
究
家
に
殊
に
詳
知
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
こ
の
口
吻
に
つ
い
て
は
、
研
究
家
の
諸
氏
は
じ
め
禅
仏
教
の
專
家
に
ま
で
、
挙
っ

て
、
女
性
の
も
つ
頑
迷
さ
、
尼
僧
特
有
の
偏
狭
さ
の
あ
ら
わ
れ
、
等
々
と
批
評
、
非
難

を
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
、
本
質
を
見
失
っ
た
僻
見
の
表
れ
と
し
か
筆
者

に
は
見
え
な
い
。
貞
心
尼
は
、
本
書
簡
の
補
添
に
「
其
の
人
を
（
知
ら
）
ず
し
て
」
と

記
し
て
い
る
よ
う
に
、
当
人
の
本
質
を
知
ら
ぬ
人
が
、
文
筆
の
技
の
巧
み
さ
や
声
誉
の

大
い
さ
の
も
と
に
仰
々
し
く
序
文
を
書
く
の
は
、
も
っ
て
の
ほ
か
、
と
言
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
在

地
粟

生
津
の

漢
学

者
鈴
木
氏
（
文

臺
先

生
）
の

場
合
は

周
囲
の
も
の
が

肯

ん
じ
な
か
っ
た
と
の
こ
と
、
江
戸
の
漢
学
者
亀
田
綾
瀬
先
生
の
場
合
は
そ
の
父
鵬
齋
先

生
と
の
交
流
は
あ
る
も
の
の
「
そ
の
人
を
し
ら
」
ぬ
も
の
が
「
そ
の
人
を
」
書
い
た
序

文
を
戴
く
の
は
「
な
き
に
も
お
と
る
」
と
い
う
わ
け
で
、
貞
心
尼
は
、
愛
語
増
長
の
一

筋
の
一
生
を
貫
い
た
良
寛
禅
師
の
息
吹
に
接
し
て
い
た
同
じ
仏
道
を
歩
む
も
の
と
し
て
、

そ
れ
ら
を
苦
評
し
た
ま
で
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。
貞
心
尼
が
行
学
を
兼
ね
備
え
た
禅
傑

藏
雲
和
尚
に
最
大
の
信
を
寄
せ
た
の
も
故
あ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
現
在
、
藏
雲
和
尚

の
貞
心
尼
へ
宛
て
た
書
簡
が
目
睹
で
き
な
い
の
で
、
藏
雲
和
尚
の
言
句
は
分
明
で
な
い

が
、
「

序
文
の

事
仰
せ
の

如
く
」
と
貞
心
尼
が
記
し
て
い
る

通
り
、
藏
雲
和
尚
も
ま
た

貞
心
尼
と

同
じ

思
い
を

持
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
な
お
、
貞
心
尼
は
良
寛

（
禅
師
）
の

漢
詩
が

読
め

ず
、
そ
の
こ
と
に

気
付
い
て
い
て
そ
の
詩
集
を
藏
雲
和
尚
に

托
し
た
、
と
し
て
い
る
研
究
者
も
い
る
が
、
こ
れ
は
甚
だ
し
い
憶
断
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
埋
も
れ
た
幕
末
の
傑
僧
藏
雲
和
尚
の
閲
歴
の
一
部
を
記
し
て
お
く
こ
と
と
し

た
い
。
そ
の
経
歴
は
不
明
な
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
生
ま
れ
は
信
州
下
高
井
郡
穂
高
村
で

同
地
の
川
口
氏
の
出
、
早
く
出
家
し
て
諸
寺
で
修
行
、
故
地
よ
り
は
や
や
近
い
隣
国
越

後
高
田
北
方
の
薬
師
院
で
鳳
山
道
春
和
尚
の
法
を
嗣
ぎ
、
ま
た
各
地
へ
遍
歴
、
弘
化
元

年
（
一
八
四
四
）
に
は

京
都
の
大

慈
山
で

旃
崖

奕
堂
、

覺
仙

坦
山
と

共
に

山
居

�道
、

風
外
本

高
禅
師
に
も
学

び
、
ま
た

弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
月

坡
道

印
禅
師

ゆ
か
り
の

山
科
の
大
宅
寺
に
住
持
、
し
か
し
こ
の
寺
を
同
参
の
師
兄
と
も
言
え
る
奕
堂
和
尚
に
譲
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り
、
自
ら
は
そ
の
随
身
と
な
り
諸
事
を
行
な
っ
た
と
い
う
僧
で
あ
る
。
こ
の
後
、
奕
堂

和
尚
が
声
誉
を
聞
い
た
播
州
酒
井
侯
の
招
き
で
前
橋
大
珠
山
是
字
寺
龍
海
院
に
第
二
十

八
世
と
し
て
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
三
月
に
晋
住
し
た
頃
、
奕
堂
和
尚
の
推
挙
が
あ

っ
た
も
の
か
、
酒
井
侯
ゆ
か
り
の
姫
路
城
内
の
即
是
堂
（
晴
光
寺
）
に
入
り
、
そ
の
後
、

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
奕
堂
和
尚
が
加
賀
天
徳
院
に
転
住
す
る
に
及
ん
で
そ
の
後
を

承
け
後
任
と
し
て
龍
海
院
第
二
十
九
世
と
な
っ
て
い
る
。

洛
北
大
悲
山
で
同
参
し
た
覺
仙
坦
山
は
、
こ
の
頃
、
洛
北
の
心
性
寺
に
住
持
し
（
安

政
三
年
（
一
八
五
六
）～
）、
の
ち
江
戸
に
戻
っ
て
著
述
、
講
釈
な
ど
も
行
な
い
、
そ
の
英

明
ぶ
り
を
発
揮
し
て
ゆ
く
が
、
藏
雲
和
尚
は
、
自
ら
が
崇
敬
す
る
良
寛
和
尚
の
詩
書
を

示
し
、
坦
山
和
尚
に
語
り
継
ぐ
こ
と
が

�々
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
昌
平
黌
出
で
出
家
し

た
文
藻
豊
か
な
坦
山
和
尚
は
の
ち
に
藏
雲
和
尚
の
た
め
に
良
寛
禅
師
の
詩
の
評
文
や
そ

の
伝
を
含
め
た
詩
集
の
序
文
の
素
と
な
る
も
の
を
認
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
法
脈
の
絡

み
合
う
中
で
、
慶
應
三
年
（
一
八
六
七
）
九
月
に
、
『
良
寛
道
人
遺
稿
』
が
江
戸
芝
尚

古
堂
か
ら
上
梓
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
な
お
、
柳
田
聖
山
氏
は
、
そ
の
訳
著
『
良
寛
道

人
遺
稿
』
（
中
公
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス

110）
の
解
説
で
、
そ
の
刊
行
を
藏
雲
和
尚
の
死
去
後
と

推
断
し
て
い
る
が
、
越
後
地
蔵
堂
熊
ノ
森
の
蘭
法
医
竹
山
亨
の
遺
文
『
竹
山
日
記
』
の

記
事
、
良
寛
禅
師
の
晩
年
の
随
身
者
遍
澄
法
師
が
こ
の
刊
本
を
知
友
の
竹
山
亨
や
鈴
木

文
臺
先
生
に
届
け
て
い
る
記
述
に
よ
っ
て
こ
れ
が
誤
断
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

貞
心
尼
の
藏
雲
和
尚
宛
の
書
簡
は
、
そ
の
文
面
か
ら
、
良
寛
禅
師
の
詩
集
の
刊
行
前

夜
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。

さ
て
、
藏
雲
和
尚
は
、
宿
願
の
良
寛
禅
師
の
詩
集
の
上
梓
を
果
た
し
た
の
ち
、
龍
海

院
第
二
十
九
世
を
離
れ
、
明
治
二
年
六
月
十
二
日
に
世
壽
五
十
七
で
示
寂
す
る
が
、
龍

海
院
住
持
を
離
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
大
寺
の
任
を
同
郷
出
自
の
高
徳
大
岡
楳
仙
和

尚
に
遺
嘱
し
て
お
り
、
楳
仙
和
尚
は
こ
の
遺
嘱
に
従
っ
て
信
州
大
林
寺
よ
り
転
じ
て
龍

海
院
第
三
十
世
と
な
り
、
後
に
信
州
の
興
隆
寺
、
小
田
原
の
最
乗
寺
、
能
登
の
総
持
寺

の
住
持
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
流
れ
は
、
人
物
と
行
力
、
徳
望
を
透
視
す
る
も
と

に
禅
の
命
脈
が
滴
々
と
逓
伝
さ
れ
、
先
人
の
遺
芳
が
着
実
に
継
承
、
発
揚
さ
れ
て
ゆ
く

こ
と
を
証
す
よ
う
で
あ
る
。

藏
雲
和
尚
の
経
歴
の
詳
細
に
つ
い
て
は
別
稿
を
準
備
し
て
い
る
が
、
相
馬
御
風
氏
が

そ
の
著
『
良
寛
百
考
』
に
採
録
す
る
牧
江
忠
右
衛
門
（
靖
齋
）
（
良
寛
禅
師
の
庇
護
者
で

深
い
親

交
を
も
っ
た

阿
部

定
珍
の
第
九

子
）
宛
藏
雲
和
尚
書
簡
四

通
中
の
四
月
十
六
日

付

の
第
二
通
に
「
去
月
中
信
濃
地
よ
り
古
今
希
な
る
大
地
震
に
て
…
」
と
あ
る
こ
と
に
よ

り
、
こ
れ
が

弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
三
月
二
十
四
日
発
生
の
大
地

震
の

翌
月
に
認
め

ら
れ
た
書
信
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
た
め
、
こ
の
頃
よ
り
以
前
か
ら
、
良
寛
禅
師
の

詩
偈
、
和
歌
、
遺
文
に
注
目
を
し
て
い
た
藏
雲
和
尚
の
さ
ま
が
少
し
く
窺
わ
れ
る
こ
と

で
あ
る
。
藏
雲
和
尚
が
良
寛
禅
師
の
遺
文
、
遺
詠
に
触
れ
た
の
は
、
さ
ら
に
以
前
の
故

里
を
離
れ
て
越
後
の
高
田
、
柏
崎
な
ど
で
修
行
、
滞
住
し
て
い
た
頃
か
ら
か
と
も
想
像

さ
れ
る
。
藏
雲
和
尚
は
、
当
時
ど
こ
の
地
で
住
持
し
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

旧
住
持
地
の
山
科
の
靈
隱
山
大
宅
寺
の
再
興
を
企
り
、
故
里
か
ら
は
間
近
な
越
後
高
田

の
師
院
乘
國
寺
、
北
方
の
薬
師
院
に
巡
錫
、
安
居
、
江
湖
會
等
を
行
な
う
な
ど
、
京
阪
、

越
後
に
及
ぶ
地
で
活
動
を
続
け
、
後
に
播
州
即
是
堂
に
跡
を
留
め
、
さ
ら
に
上
州
龍
海

院
へ
と
晋
住
し
、
示
寂
ま
で
の
時
を
過
ご
し
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
道
号
を
謙
巖
、

法
諱
を
藏
雲
と
し
た
藏
雲
和
尚
は
、
別
号
、
雅
号
を
珠
山
老
人
、
寒
華
子
、
秋
叢
庵
と

い
い
、
書
や
画
を
も
頗
る
善
く
し
て
い
る
。

（
田
熊
信
之
）

凡
例

一
所
掲
写
真
は
新
潟
県
燕
市
良
寛
史
料
館
所
蔵
の
巻
子
装
「
貞
心
尼
筆
前
橋
龍
海
院
藏
雲
和

尚
宛
書
簡
」
（
複
製
）
で
あ
る
。

二
所
掲
写
真
は
紙
面
の
都
合
で
一
連
の
も
の
を
適
宜
分
割
し
て
掲
出
し
た
が
、
そ
の
各
々
は

左
右
の
連
接
が
わ
か
る
よ
う
に
前
接
部
、
後
接
部
の
尾
、
首
を
重
複
さ
せ
た
。

三
巻
子
に
貼
り
継
が
れ
た
書
簡
は
順
次
番
号
等
を
付
し
て
区
分
し
こ
れ
を
録
文
の
上
部
に
添

記
し
て
写
真
と
録
文
の
文
字
の
対
読
の
便
を
は
か
っ
た
。

四
採
録
の
文
字
は
、
上
段
に
原
字
に
従
っ
た
録
文
、
下
段
に
こ
れ
を
翻
字
し
た
釈
文
と
し
て

掲
示
し
、
文
字
遣
い
と
内
容
が
よ
り
明
ら
か
と
な
る
よ
う
に
し
た
。
な
お
、
先
学
の
採
録

と
の
相
違
に
つ
い
て
は
、
書
簡
原
写
真
を
掲
出
し
た
た
め
表
記
し
な
か
っ
た
。

五
録
文
、
釈
文
は
、
平
成
二
十
二
年
六
～
八
月
の
間
に
、
秋
元
奈
津
美
、
澤
田
薫
、
土
居
瑛

里
奈
、
細
井
瞳
、
政
本
真
希
、
田
熊
信
之
の
六
名
に
よ
っ
て
作
成
し
た
粗
稿
を
、
近
時
、

改
め
て
細
井
が
独
力
で
大
幅
修
訂
し
、
併
せ
て
先
学
採
録
の
諸
書
簡
と
の
比
校
を
行
な
い
、

成
稿
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
成
稿
を
田
熊
が
監
閲
し
た
。
本
巻
子
中
に
未
見

の
書
簡
に
つ
い
て
は
、
細
井
が
後
文
中
で
参
考
の
た
め
引
録
し
た
。
本
稿
の
諸
種
の
不
備

に
つ
い
て
は
高
雅
の
諸
賢
の
ご
批
正
を
お
願
い
し
た
い
。
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（
二
）
貞
心
尼
筆

藏
雲
和
尚
宛
書
簡

巻
子

釈
文
（
原
字
を
翻
字
）

先
年
襌
師
知
音
の
者
共
此
詩
を
開
板

致
す
べ
し
と
相
談
致
せ
し
所
鈴
木
氏
も

其
仲
間
な
り
し
や
序
文
を
書
入
む
と
言
ひ

た
り
し
に
人
々
承
け
合
は
ず
其
事
止
み
た
り
と
の

話
し
そ
れ
故
遍
澄
子
綾
瀬
先
生
を

頼
み
書
て
貰
ひ
し
と
の
事
に
候
へ
ど
是
と
て
も

余
り
良
し
と
も
思
は
れ
ず
さ
れ
ば
何
れ
に
て
も
無
き

方
が
中
々
に
ま
し
な
ら
む
か
と
存
じ
参
ら
せ
候

此
方
弟
子
共
も
先
づ
此
秋
は
上
州
行
は

や
め
に
致
し
参
ら
せ
候
も
し
来
春
参
り

候
は
ば
其
節
は
御
尋
ね
申
上
べ
く

候
ま
ま
宜
し
く
御
礼
申
上
げ

暮
れ
と
の
御
事
に
お
は
し
ま
し
候

返
す

�

日
に
添
へ
暑
さ
に
向
か
ひ

候
へ
ば
御
障
り
無
き
様
よ
く

�

御
い
と
ひ
遊
ば
さ
る
べ
く
候

誠
に
久
し
う
折
絶
え
て

御
有
様
も
承
は
り
侍
ら
ず
如
何

お
は
し
ま
す
ら
む
と
絶
え
ず

思
ひ
出
聞
よ
る
も
の
か
ら
雲
井

の
雁
の
い
と
遥
け
き
方
に
も
の
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（
一
）

貞
心
尼
筆

藏
雲
和
尚
宛
書
簡

巻
子

録
文
（
准
原
字
）

1先 （１
）年
禪
師
知
音
の
者
共
此
詩
を
開
板

い
刀
須
へ
し
と
さ
う
た
ん
い
刀
世
し
所
春
ヽ
き
氏
も

其
な
可
滿
な
り
し
や
序
文
を
書
入
む
と
い
ひ

た
り
し
に
人

�

う
遣
安
者
須
其
事
や
み
刀
り
と
の

者
那
し
そ
れ
由
恵
遍
澄
子
里
や
う
ら
い
先
生
乎

た
の
み
書
て
も
ら
ひ
し
と
の
事
に
候
へ
ど
是
と
て
も

安
ま
り
与
し
と
も
お
も
者
れ
須
さ
れ
ハ
何
れ
ニ
て
も
な
き

可
刀
可
中

�

ニ
ま
し
な
ら
む
可
登
そ
ん
じ
被
參
候

此 （２
）方弟
子
共
も
ま
つ
此
秋
ハ
上
州
行
ハ

や
め
ニ
い
刀
し
被
參
候
も
し
來
春
參
利

候
ハ
ゝ
其
世
つ
ハ
御
た
つ
年
申
上
へ
く

候
滿
ゝ
よ
ろ
し
く
御
禮
申
あ
遣

久
れ
と
の
御
事
ニ
お
者
し
ま
し
候

2

可 （３
）へ春

�

日
尓
そ
へ
あ
つ
さ
に
む
可
ひ

候
へ
ハ
御
障
り
な
き
や
う
よ
く

�

御
い
と
ひ
遊
ハ
さ
類
へ
く
候

萬 （４
）事
ニ
久
し
う
打
た
え
天

御
有
様
も
承
ハ
り
侍
ら
須
い
可
ゝ

お
者
し
ま
春
ら
無
と
多
え
須

思
ひ
出
聞
由
る
も
の
か
ら
雲
井

乃
厂
の
い
と
者
類
遣
き
方
ニ
毛
能



せ
さ
せ
給
ふ
よ
し
承
は
り
侍
れ
ば

音
信
聞
え
む
事
も
思
ひ
絶
え
て

打
過
侍
る
に
な
む
此
程
は
江
戸

近
く
此
地
へ
の
便
り
も
宜
し
き

所
へ
移
転
せ
さ
せ
給
ひ
ぬ
る
よ
し

い
と
嬉
し
う
目
の
あ
た
り
の

御
対
面
は
難
く
と
も
せ
め
て
は

稀
に
玉
章
の
往
き
来
も
あ
ら
ば

如
何
ば
か
り
嬉
し
か
ら
む
と

先
づ
こ
の
文
を
伝
て
参
ら
せ
候

弥
ゝ
御
健
や
か
に
渡
ら
せ

給
ひ
何
よ
り
か
御
目
出
た
う

よ
そ
な
が
ら
祝
ぎ
奉
り
ぬ
己
れ

事
も
変
は
り
無
う
今
に
永
ら
ひ

居
り
参
ら
せ
候
さ
れ
ど
過
つ
る
年
の

災
火
に
本
尊
初
め
奉
り

塵
も
残
ら
ず
焼
け
失
せ
良

寛
禅
師
の
御
書
物
な
ど
誠
に

惜
し
き
事
に
候
へ
ど
折
悪
し
う

他
行
致
せ
し
後
の
事
な
れ

ば
致
し
方
も
無
く
な
む
さ
れ
ど

己
に
給
は
り
し
五
十
音
の
書
物
は
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世
さ
せ
給
ふ
よ
し
承
ハ
り
侍
禮
者

音
信
聞
え
む
事
も
お
毛
ひ
た
え
て

う
知
過
侍
る
に
南
此
程
ハ
江
戸

ち
可
く
此
地
へ
の
便
り
も
よ
ろ
し
き

所
へ
移
轉
せ
さ
世
給
ひ
ぬ
る
与
し

い
と
う
れ
し
う
ま
の
安
た
り
乃

御
た
い
め
ハ
可
刀
く
と
も
せ
め
て
は

ま
れ
尓
玉
章
の
由
き
ゝ
も
あ
ら
バ

以
可
者
り
う
れ
し
可
ら
無
登

ま
川
古
の
文
を
つ
て
被
參
候

い
よ
ゝ
御
春
こ
や
可
に
わ
刀
ら
世

た
ま
ひ
何
よ
利
可
御
め
て
刀
う

与
そ
那
可
ら
本
き
奉
り
ぬ
お
の
れ

事
も
閑
者
り
奈
う
い
ま
に
な

可
ら
ひ

を
り
被
參
候
さ
れ
と
過
つ
る
と
し
の

ま
可
つ
火
尓
本
尊
者
し
め
奉
り

ち
り
も
能
こ
ら
須
や
遣
う
せ
良

寛
禅
師
の
御
書
物
な
ど
ま
事
ニ

を
し
き
事
に
候
へ
と
折
あ
し
う

他
行
い
刀
せ
し
あ
と
の
事
な
れ

者
い
刀
し
可
刀
も
な
く
南
さ
れ
と

お
の
れ
尓
給
ハ
り
し
五
十
音
の
書
物
者



袈
裟
行
李
に
入
持
参
致
し
候
へ
ば

聊
か
残
り
参
ら
せ
候
こ
れ
は

禅
師
常

�

我
れ
此
事
に
三
十

年
骨
折
り
し
と
仰
せ
ら
れ
候

さ
れ
ば
一
方
な
ら
ず
大
切
の
物
に

候
へ
ど
亡
き
後
に
は
反
故
と

な
ら
む
事
の
痛
ま
し
く
侍
れ
ば

此
度
君
の
御
元
へ
送
り

奉
り
ぬ

よ
く

�

御
工
夫
の
上
御
合
点

参
ら
ば
禅
師
御
骨
折
の

甲
斐
も
有
て
己
も
嬉
し
う

君
に
も
こ
よ
な
き
御
幸
ひ
と

存
じ
奉
り
ぬ
聞
え
ま
ほ
し
き

事
も
侍
れ
ど
筆
に
は
尽
し
難
く

若
し
や
御
対
面
の
時
も
あ
ら
ば

何
事
も

�

そ
の
節
ゆ
る

�

聞
こ
え
ま
ほ
し
う
先
づ
は

あ
ら

�か
し
こ

卯
月
廿
三
日
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遣
さ
こ
り
に
入
持
參
い
多
し
候
へ
ハ

い
さ
ゝ
可
能
こ
り
被
參
候
古
禮
者

禅
師
つ
年

�

わ
れ
此
事
ニ
三
十

年
本

�を
り
し
と
お
ふ
世
ら
れ
候

さ
禮
者
一
可
刀
奈
良
須
大
切
の
物
尓

候
へ
と
な
き
あ
と
尓
は
本
う
久
と

奈
良
む
事
の
い
刀
ま
し
く
侍
れ
者

古
刀
比
き
み
乃
御
も
と
へ
お
く
利

奉
り
ぬ

よ
く

�

御
久
ふ
う
の
う
へ
御
可
て
ん

ま
い
ら
者
禅
師
御
本

�を
り
の

可
ひ
も
有
て
お
の
れ
も
う
れ
し
う

君
尓
毛
古
与
那
き
御
さ
い
者
ひ
と

そ
ん
し
奉
り
ぬ
聞
え
滿
本
し
き

事
も
侍
れ
と
ふ
て
尓
は
つ
久
し
可
力
く

も
し
や
御
た
い
め
乃
時
も
あ
ら
ハ

何
事
も

�
そ
の
ふ
し
由
る

�

き
こ
え
滿
本
し
う
ま
川
ハ

あ
ら

�
可
し
こ

卯
月
廿
三
日



藏
雲
大
尚
様

貞
心

御
も
と
へ

九
拝

龍
海
院

方
丈
様

貞
心

御
も
と
へ

九
拝

師
走
十
日
と
記
し
給
ひ
し
御
消
息
正
月

六
日
確
か
に
相
届
き
有
難
く
拝
見
致
し

参
ら
せ
候
御
前
様
に
も
去
年
の
秋
は
散

�

御
患
ひ
遊
ば

さ
れ
候
よ
し
さ
れ
ど
先
づ

�

御
全
快
に
て
春
に
移
ら

せ
ら
れ
何
よ
り
か
お
目
出
度
他
所
な
が
ら
悦
び
入
参
ら
せ
候

私
事
も
去
年
初
冬
の
比
よ
り
不
快
に
て

打
臥
し
困
じ
候
先
づ
は
事
無
く
年
を
重
ね

参
ら
せ
候
憚
り
な
が
ら
御
尊
意
安
く
覚
し
召
し

下
さ
れ
度
く
候
扨
禅
師
の
実
父
初
め
段

�

の
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藏
雲
大
尚
様

貞
心

御
も
と
へ

九
拝

龍 （５
）海院

貞
心

方
丈
様

九
拝

御
も
と
へ

3志 （６
）者須
十
日
と
志
る
し
給
ひ
し
御
せ
う
そ
こ
正
月

六
日
た
し
可
に
相
と
ゝ
き
有
可
刀
く
拝
見
し

被
參
候
御
前
様
尓
も
こ
そ
の
秋
ハ
さ
ん

�

御
王
つ
ら
ひ
遊
ハ

さ
れ
候
よ
し
さ
禮
と
ま
つ

�

御
全
快
尓
て
春
尓
う
つ
ら

セ
ら
れ
何
よ
り
可
御
め
て
度
与
所
な
可
ら
悦
ひ
入
被
參
候

わ
刀
久
し
事
も
去
年
初
冬
能
比
よ
り
不
快
ニ
て

打
ふ
し
こ
ん
し
候
ま
川
ハ
事
那
久
と
し
を
可
さ
年

被
參
候
者
ゝ
可
り
な
可
ら
御
尊
意
安
く
お
ほ
し
め
し

被
下
度
候
扨
禅
師
の
実
父
者
し
め
た
ん

�

の



御
尋
ね
早
速
御
返
し
申
上
げ
度
く
存
じ
参
ら
せ
候
へ
ど

昔
の
事
を
良
く
知
り
つ
る
老
人
共
は
皆
死
絶
え

若
き
者
の
申
所
覚
束
無
く
候
ま
ま
色
々
手
を

申
し
漸
々
あ
ら
ま
し
知
れ
申
候
ま
ま
申
上
げ
候

さ
ぞ
か
し
返
し
御
待
ち
兼
ね
遊
ば
さ
る
べ
く
日
々
気
を

も
み
居
り
候
へ
ど
思
ふ
様
に
埒
明
か
ず
誠
に

困
り
入
り
参
ら
せ
候
師
の
肖
像
も
去
年
の
冬
薬
師

堂
の
庵
主
の
方
に
好
き
便
り
有
と
申
さ
れ
候
ま
ま

頼
み
遣
は
し
候
所
今
だ
御
元
へ
届
か
ざ
る
様

御
申
越
さ
れ
候
ま
ま
驚
き
薬
師
堂
へ
参
り

尋
ね
候
所
余
り
好
き
便
り
も
無
く
候
ま
ま
我
元
に

し
ま
ひ
置
き
た
る
と
の
事
誠
に
あ
き
れ
参
ら
せ
候

さ
れ
ば
此
度
は
回
り
道
な
れ
ど
江
戸
三
度
に
誂

ひ
遣
は
し
申
候
詩
集
一
冊
序
文
二
通
り
是
は

嶌
崎
遍
澄
と
申
法
師
□
□
年
頃
禅
師
と

親
し
く
致
せ
し
人
に
て
此
度
開
板
の
事
に
付

わ
ざ

�

私
方
へ
持
参
致
さ
れ
候
ま
ま
差
し
上

御
目
に
か
け
参
ら
せ
候
詩
は
同
じ
事
に
候
へ
ど
所
々

文
字
の
誤
り
有
を
或
る
学
者
の
改
め

直
し
た
る
と
の
事
に
候
序
文
も
俗
人
の
作
に
て
さ
の

み
取
る
べ
き
所
も
無
き
様
に
候
へ
ど
御
慰
み
の
為

御
覧
に
入
参
ら
せ
候
便
り
の
節
御
返
し
下
さ
れ
度
候
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御
た
つ
年
早
速
御
返
し
申
上
度
そ
ん
し
被
參
候
へ
と

武
可
し
能
事
を
よ
く
志
り
刀
る
老
人
共
ハ
皆
死
刀
え

わ
可
き
も
の
ゝ
申
所
お
保
つ
可
那
く
候
滿
ゝ
い
ろ

�

手
を

ま
う
し
や
う

�

あ
ら
ま
し
志
れ
申
候
ま
ゝ
申
上
介
候

佐
そ
可
し
返
し
御
待
可
年
遊
ハ
さ
る
へ
久
日
々
氣
を

も
み
を
り
候
へ
と
お
も
ふ
や
う
ニ
良
知
あ
可
須
真
事
ニ

古
ま
り
入
り
被
參
候
師
の
肖
像
も
こ
そ
の
冬
薬
師

堂
の
庵
主
の
方
ニ
よ
き
便
り
有
と
申
さ
れ
候
滿
ゝ

た
の
み
つ
可
ハ
し
候
所
今
刀
御
も
と
へ
と
ゝ
可
さ
る
や
う

御
申
古
さ
れ
候
滿
ゝ
お
と
ろ
き
薬
師
堂
へ
參
り

た
つ
年
候
所
あ
ま
り
よ
き
便
り
も
な
く
候
滿
ゝ
我
も
と
尓

志
ま
ひ
お
き
た
る
と
の
事
真
事
ニ
あ
き
れ
被
參
候

さ
れ
ハ
此
度
ハ
ま
王
り
道
な
れ
と
江
戸
さ
ん
と
に
あ
つ

良
ひ
つ
可
ハ
し
申
候
詩
集
一
さ
つ
序
文
二
通
り
是
ハ

嶌
崎
遍
ん
澄
と
申
法
師
□
□
年
比
禅
師
と

志
刀
し
久
い
刀
世
し
人
尓
て
此
度
開
板
の
事
ニ
付

わ
さ

�
私
方
へ
事
持
参
い
刀
さ
れ
候
滿
ゝ
さ
し
上

御
め
尓
可
遣
被
參
候
詩
ハ
お
那
し
事
ニ
候
へ
と
所

�

文
し
能
あ
や
ま
り
有
を
あ
る
学
者
の
あ
ら
刀
め

な
保
し
た
る
と
の
事
ニ
候
序
文
も
俗
人
の
さ
久
尓
て
さ
の

み
と
類
へ
き
所
も
な
き
や
う
尓
候
へ
と
御
な
く
さ
み
の
た
め

御
覧
に
入
被
參
候
便
り
の
世
つ
御
可
へ
し
被
下
度
候

一 （７
）序文
の
事
あ
ふ
せ
能
古
と
久
俗
人
ま
し
て
は

一
序
文
の
事
仰
せ
の
如
く
俗
人
ま
し
て
は



師
を

其
人
を

を
知
ら
ぬ
者

ず
し
て

の
書
た
る
は
中
々
に
徳
を
損

じ
無
き
に
は
劣
る
事
も
御
座
候
さ
れ
ば
君
師
の

道
徳
を
知
り
て
其
詩
を
開
板
し
世
に
長
く

残
さ
ん
と
覚
し
召
す
志
の
深
き
事
何

人
の
及
ぶ
べ
き
さ
れ
ば
聊
か
に
て
も
君
の
御
作
文

な
ら
ば
亡
き
魂
も
さ
ぞ
御
悦
び
我
も
嬉
し
う

存
じ
参
ら
せ
候
さ
り
な
が
ら
彼
是
と
事
難
し
う

覚
し
召
さ
れ
候
は
ば
如
何
せ
ん
強
ゐ
て
申
候
て
も

恐
れ
入
候
へ
ば
と
も
か
く
も
御
尊
意
に
御
任

せ
申
し
□ 上
參
ら
せ度
候
扨
々
便
り
の
節
は
何
よ
り
の

真
綿
沢
山
送
り
給
は
り
誠
に
い
つ
も

な
が
ら
御
親
切
な
る
御
恵
み
有
難
く
戴
き
参
ら
せ
候

其
御
知
に
は
冬
中
よ
り
早
梅
も
咲
き
初
め
し
よ
し

此
地
も
去
年
よ
り
雪
降
ら
ず
新
春
の
頃
は
殊
の
外

の
ど
や
か
な
り
け
れ
ば
そ
の
日
に

め
づ
ら
し
き
た
め
し
に
ひ
か
ん
越

路
に
も
雪
な
き
春
の
野
辺
の姫
松

御
笑
ひ
草
に
な
む

宗
龍
禅
師
の
事
実
に
知
識
に
相
違
無
き

事
は
良
寛
禅
師
の
御
話
し
に
承
は
り
候
師
其
か
み
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師
を

其
人
を

を
知
ら
ぬ
者

春
し
て

の
書
た
る
ハ
中

�

に
徳
を
そ
ん

し
な
き
尓
は
お
と
類
事
も
御
座
候
さ
れ
ハ
君
師
の

道
徳
乎
知
り
て
其
詩
を
開
板
し
役
に
長
久

殘
さ
ん
と
お
保
し
め
須
御
心
さ
し
の
ふ
可
き
事
何

人
の
お
よ
ふ
へ
き
さ
れ
ハ
以
さ
ゝ
可
尓
て
も
君
の
御
作
文

な
ら
は
な
き
主
も
佐
そ
御
悦
ひ
わ
れ
も
う
れ
し
う

そ
ん
し
被
參
候
さ
り
那
可
ら
可
れ
是
と
事
武
つ
可
し
う

お
保
し
め
さ
れ
候
ハ
ゝ
い
可
ゝ
世
ん
志
ゐ
て
申
候
亭
も

於
そ
れ
入
候
へ
ハ
と
も
可
久
も
御
尊
意
ニ
御
ま
可

せ
申
□ 上
被
參

度
候

扨
ゝ
便
り
の
せ
つ
ハ
何
よ
り
能

真
王
刀
た
く
さ
ん
お
久
り
給
ハ
り
ま
事
ニ
い
つ
も

な
可
ら
御
志
ん
世
つ
な
る
御
め
く
み
有
可
刀
く
い
刀
ヽ
起
被
參
候

其
御
地
尓
は
冬
中
よ
り
早
梅
も
さ
起
そ
め
し
よ
し

此
地
も
古
そ
よ
り
雪
ふ
ら
須
新
春
の
比
ハ
古
と
の
外

能
と
や
可
な
り
遣
れ
ハ
尓
の
日
ニ

め
つ
ら
し
き
た
め
し
に
飛
可
ん
古
し

路
尓
母
雪
な
き
春
の
野
へ
乃

姫
ま
川

御
王
ら
ひ
草
に
南

4宗 （８
）龍禅
師
の
事
実
尓
知
識
尓
相
違
ひ
な
き

古
と
ハ
良
寛
禅
師
乃
御
者
那
し
に
承
ハ
り
候
師
其
可
み



行
脚
の
時
分
宗
龍
禅
師
の
道
徳
高
く
聞
え
け
れ
ば

ど
ふ
ぞ
一
度
相
見
致
し
度
思
ひ
其
寺
に
一
夏
掛
塔

致
し
居
り
候
へ
ど
禅
師
今
は
隠
居
し
給
ひ
て
別
所
に

居
ま
し
て
容
易
に
人
に
見
え
給
は
ず
濫
に
行
事

叶
は
ね
ば
其
侍
僧
に
付
て
取
り
継
ぎ
を
頼
み
給
ひ
ど

量

�

し
く
取
り
継
ぎ
く
れ
ず
徒
に
日
を
過
し

か
く
て
は
折
角
来
り
し
甲
斐
も
無
し
所
詮

人
伝
に
て
は
埒
明
か
ず
直
に
願
ひ
参
ら
せ
む
と

其
趣
を
書
認
め
或
る
夜
深
更
に
忍
び
出

隠
寮
の
裏
の
方
へ
回
り
見
る
に
高
塀
に
て

超
ゆ
べ
く
も
見
え
ず
こ
は
如
何
せ
む
と
見
め
ぐ
り
給
ふ
に

庭
の
松
が
枝
塀
の
こ
な
た
へ
さ
し
出
た
る
有
是

幸
ひ
と
そ
れ
に
取
り
付
漸

�

と
塀
を
越
え

庭
の
内
に
入
た
れ
ど
雨
戸
堅
く
鎖
し
て
入
る
事

な
ら
ず
是
ま
で
来
り
て
空
し
く
返
ら
む
も
残

念
な
り
如
何
せ
ん
と
暫
し
立
休
ら
ひ
此
こ

彼
し
こ
見
渡
し
給
ふ
に
雨
戸
の
外
に
手
水

鉢
の
有
け
れ
ば
是
こ
そ
好
き
所
な
れ
夜
明
け
は
必
ず

手
水
し
給
は
ん
其
時
御
目
に
当
る
様
に
と
手
水

鉢
の
蓋
の
上
に
文
書
物
を
載
せ
置
き
塀
の
本

ま
で
行
給
ひ
し
が
ふ
と
心
付
若
し
風
の
吹
な
ば
立
失
せ
ん

も
知
れ
ず
と
又
立
戻
り
石
を
拾
ひ
て
其
上
に
載
せ

置
き
辛
う
じ
て
漸

�

立
返
り
と
か
う
す
る

程
に
早
や
朝
の
行
事
始
ま
り
普
門
品
中
半
読
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行
脚
の
時
分
宗
龍
禅
師
の
道
徳
高
く
聞
え
遣
れ
ハ

と
ふ
そ
一
度
相
見
い
刀
し
度
思
ひ
其
寺
に
一
夏
久
王
刀

い
刀
し
を
り
候
へ
と
禅
師
今
ハ
隱
居
志
給
ひ
て
別
所
尓

ゐ
ま
し
て
や
う
い
尓
人
尓
ま
見
え
給
ハ
須
み
刀
り
尓
行
事

可
那
者

�者
其
侍
尓 僧

付
て
と
り
つ
き
を
刀
の
み
給
ひ
と

者
可

�

し
久
と
り
つ
き
く
れ
春
い
刀
つ
ら
尓
日
越
過
し

可
久
て
ハ
せ
つ
可
久
來
り
し
可
ひ
も
那
し
志
ゆ
世
ん

人
傳
尓
て
は
良
知
あ
可
須
直
尓

�可
ひ
參
ら
世
む
と

其
お
も
む
き
を
書
志
刀
ゝ
め
あ
る
夜
志
ん
更
ニ
志
の
ひ
出

隱
里
や
う
の
う
ら
能
方
へ
ま
王
り
見
る
に
高
塀
尓
天

古
由
遍
く
も
見
え
須
こ
ハ
い
可
ゝ
世
む
と
見
め
く
り
給
ふ
尓

庭
の
松
可
え
遍
ひ
の
古
那
刀
へ
さ
し
出
刀
類
有
是

さ
い
王
ひ
と
そ
れ
尓
と
り
付
や
う

�

と
塀
を
古
え

庭
の
内
尓
入
た
れ
と
雨
戸
可
刀
く
と
さ
し
て
い
る
事

な
ら
春
是
ま
天
來
り
て
む
那
し
久
可
へ
ら
む
さ も

ん

�ん
な
り
い
可
ゝ
世
ん
と
志
ハ
し
立
や
春
ら
い
古
ゝ

閑
し
こ
見
わ
刀
し
給
ふ
尓
あ
ま
戸
の
そ
と
に
手
水

者
ち
の
有
遣
れ
ハ
是
こ
そ
よ
き
所
な
れ
夜
明
は
可
那
ら
春

手
水
志
給
ハ
ん
其
時
御
め
ニ
あ
刀
類
や
う
尓
と
手
水

者
知
の
ふ
刀
能
う
へ
尓
文
書
物
を
の
世
お
き
塀
の
毛
登

ま
て
行
給
ひ
し
可
ふ
と
心
付
毛
し
風
の
吹
な
ハ
立
う
世
ん

毛
志
れ
須
と
又
立
も
と
り
石
を
飛
ろ
ひ
て
其
う
へ
ニ
の
せ

お
き
可
ら
う
し
て
や
う

�

立
可
へ
り
と
可
う
春
類

程
尓
者
や
朝
の
行
事
者
し
ま
り
普
門
品
中
半
よ



む
比
隠
寮
の
廊
下
の
方
よ
り
提
灯
照
ら
し
て

客
殿
の
方
へ
来
る
僧
有
人
々
訝
り
何
事
の

有
て
今
時
分
来
る
な
ら
ん
と
見
居
た
る
に
良
寛
と

申
僧
有
よ
し
只
今
来
る
べ
し
と
御
使
へ
に
参
り
た
り
と

言
ふ
に
皆
驚
き
怪
し
み
け
れ
ど
我
れ
は
嬉
し
く

早
速
参
り
相
見
致
し
け
る
に
今
よ
り
は
案
内
に
及

ば
ず
何
時
に
て
も
勝
手
次
第
に
来
る
べ
し
と
有
け
れ
ば

そ
れ
よ
り
度
々
参
り
法
話
致
せ
し
と
の
御
物
語

其
時
の
問
答
の
事
問
ひ
聞
か
ざ
り
し
事
の
今
更

残
念
至
極
に
存
じ
参
ら
せ
候
さ
れ
ど
実
に
有
難
き

知
識
な
れ
ば
こ
そ
其
志
を
憐
み
一
刻
も

さ
し
置
か
ず
夜
の
明
る
も
待
た
で
迎
ひ
を
遣
は
さ
れ
し

御
親
切
道
愛
の
深
き
事
聞
く
だ
に
涙

こ
ぼ
れ
侍
り
ぬ
さ
れ
ば
證
聽
主
は
度
々
良
寛
禅

師
の
許
へ
参
ら
れ
候
へ
ば
直
接
承
は
り
て
碑
文
に

書
か
れ
た
る
物
な
ら
む
と
存
じ
参
ら
せ
候
何
分
国
所

寺
号
も
知
れ
ず
候
へ
ば
本
意
無
き
事
に
存
じ
参
ら
せ
候

事
に
候
へ
ど
目
の
あ
た
り
見
し
事
に
候
へ
ば
御
話
し

申
上
げ
参
ら
せ
候
師
病
中
さ
の
み
御
悩
み
も
無
く

眠
る
が
如
く
座
化
し
給
ひ
四
日
目
の
葬
式

に
て
御
棺
を
野
辺
に
送
り
引
導
も
済
み
し
頃

下
三
條
辺
の
者
と
て
男
一
人
馳
せ
来
り
ど
う
ぞ

�

―254―

む
比
隱
里
や
う
の
ら
う
可
能
方
よ
り
知
や
う
ち
ん
て
ら
し
て

き
や
く
て
ん
の
方
へ
來
る
僧
有
人

�

い
ふ
可
り
何
事
の

有
て
今
時
分
來
る
な
ら
ん
と
見
ゐ
刀
類
尓
良
寛
と

申
僧
有
よ
し
只
今
來
る
へ
し
と
御
つ
可
へ
尓
參
り
刀
り
と

い
ふ
に
皆
お
と
ろ
き
あ
や
し
み
遣
れ
と
わ
連
ハ
う
れ
し
く

早
速
參
り
相
見
い
刀
し
遣
る
仁
今
よ
り
ハ
安
内
二
お
よ

者
須
い
つ
尓
て
も
可
つ
て
志
刀
へ
尓
來
る
へ
し
と
有
遣
れ
者

そ
れ
よ
り
度

�

参
り
法
話
い
刀
世
し
と
の
御
物
語

其
時
の
問
答
の
事
と
ひ
き
可
さ
り
し
事
の
今
更

殘
念
至
極
尓
そ
ん
し
被
參
候
さ
礼
と
実
尓
有
可
刀
幾

知
識
な
れ
ハ
こ
そ
其
心
さ
し
を
あ
王
れ
み
一
刻
も

さ
し
お
可
須
夜
の
明
る
も
ま
刀
て
武
可
ひ
を
つ
可
ハ
さ
れ
し

御
志
ん
世
つ
道
愛
の
ふ
可
き
事
き
く
た
尓
な
み
刀

古
保
れ
侍
り
ぬ
さ
れ
ハ
證
ち
や
う
主
ハ
た
ひ

�

良
寛
禅

師
の
毛
と
へ
參
ら
れ
候
へ
ハ
直
説
承
ハ
り
て
碑
文
尓

可
ゝ
れ
刀
る
物
那
ら
無
と
そ
ん
し
被
參
候
何
分
國
所

寺
号
も
志
礼
須
候
へ
ハ
本
い
な
き
事
ニ
そ
ん
し
被
參
候

一 （９
）高僧
傳
な
と
尓
は
よ
久
有
事
尓
て
め
つ
ら
し
可
ら
ぬ

事
尓
候
へ
と
ま
能
あ
刀
り
見
し
事
に
へ
ハ
御
者
那
し

申
上
被
參
候
師
病
中
さ
の
み
御
な
や
三
も
な
久

�武
る
可
こ
と
久
座
化
し
給
ひ
四
日
め
の
葬
志
き

尓
て
御
棺
を
野
へ
尓
送
り
ゑ
ん
た
う
も
春
み
し
比

下
三
條
遍
ん
の
も
能
と
て
男
一
人
者
世
來
り
と
ふ
そ

�

一
高
僧
伝
な
ど
に
は
良
く
有
事
に
て
珍
ら
し
か
ら
ぬ



一
目
拝
ま
せ
給
は
れ
と
泣
く

�

手
を
擦
り
て
願

ひ
け
れ
ば
不
憫
に
思
ひ
さ
ら
ば
と
て
棺
を
開
き
け
る
に

顔
色
等
も
変
ら
ず
生
け
る
が
如
く
な
り
け
れ
ば

皆
驚
き
是
は

�

と
多
く
の
者
立
か
か
り
惣

拝
み
て
果
て
し
な
け
れ
ば
軈
て
蓋
覆
ひ

火
を
か
け
て
送
り
の
人
々
も
煙
と
共
に
立
別
れ

帰
り
け
る
日
暮
れ
て
は
替
る

�

人
々
野
に
見
舞
ひ
に

参
り
け
れ
ば
我
れ
も
共
に
行
け
る
に
と
く

�

と

燃
え
出
る
火
皆
五
色
な
り
け
れ
ば
こ
は
必
ら
ず

舎
利
の
多
く
あ
る
故
な
ら
む
と
居
立
朝
大

勢
の
者
参
り
灰
を
開
き
見
遣
る
に
背
中
の

大
骨
皆
五
色
に
て
節

�

は
殊
に
美
し
う

人
々
皆
手
に
取
り
あ
げ
見
つ
つ
是
を
細
工
物
に
で
も

為
た
う
見
事
な
ら
ん
な
ど
戯
れ
出
者
も
有
し

舎
利
は
数
知
ら
ず
人
々
拾
ひ
て
持
ち
帰
り
ぬ

墓
は
嶌
崎
村
隆
泉
寺
境
内
に
有

―255―

一
め
お
可
ま
せ
給
ハ
れ
と
な
久

�

手
を
春
り
て

�可

ひ
遣
れ
ハ
ふ
ひ
ん
ニ
お
毛
ひ
さ
ら
ハ
と
て
棺
を
飛
ら
き
介
る
に

顔
色
等
も
變
ら
須
い
遣
類
可
古
と
く
な
り
遣
れ
ハ

皆
お
と
ろ
き
是
ハ

�

と
お
保
久
の
も
能
立
可
ゝ
り
惣

お
可
み
て
者
て
し
な
遣
れ
ハ
や
可
て
ふ
刀
お
本
ひ

火
を
可
遣
て
お
久
り
能
人

�

も
遣
ふ
り
と
共
尓
立
わ
可
れ

歸
り
遣
る
日
久
れ
て
ハ
可
者
る

�

人

�

野
尓
御
見
ま
ひ
ニ

參
り
介
れ
ハ
わ
礼
も
と
も
仁
行
遣
る
仁
と
久

�

と

毛
え
い
つ
る
火
皆
五
色
な
遣 り

れ
ハ
古
ハ
可
那
ら
春

舎
理
の
多
久
あ
る
由
ゑ
な
ら
武
と
ゐ
立
朝
大

世
以
の
毛
能
參
り
者
ひ
を
飛
ら
き
見
遣
る
仁
世
中
能

大
本

�み
な
五
色
尓
て
ふ
し

�

ハ
古
と
仁
う
つ
久
し
う

人
�

皆
手
尓
と
り
上
見
つ
ヽ
是
を
さ
い
久
物
ニ
て
も

志
刀
う
見
事
な
ら
ん
な
と
た
者
ふ
れ
出
も
の
も
有
し

舎
理
ハ
可
春
志
ら
須
人

�

飛
ろ
ひ
て
毛
知
可
へ
り
ぬ

墓
ハ
嶌
崎
村
隆
泉
寺
境
内
ニ
有



師
の
実
父
姓
は
山
本
氏
は
橘
名
は
新
左
衛
門
母
は
同
姓

何
某
の
娘
佐
渡
の
人
な
り
師
兄
弟
五
人
三
人
男
弐
人

女
な
り
師
は
惣
領
次
男
に
家
を
譲
り
十
八

廿
二

才
に
し
て
出

家
す
号
は
大
愚
名
は
良
寛
字
回 マ
ガ
リ

詩
を
集
め
し
者
は

蒲
原
郡
粟
生
津

ア
オ
フ
ヅ

邑
鈴
木
順
亭
な
り

出
雲
崎
橘
屋
先
祖
は
出
雲
崎
の
城
主
山
本
治
郎
左
衛
門

の
末
葉
に
て
昔
よ
り
代
々
村
長
に
て
神
職
な
り
実
父

隠
居
の
後
以
南
と
改
名
し
俳
諧
の
上
手
に
て
久
し
く
京

都
に
遊
歴
す
或
る
時
そ
め
い
ろ
の
山
を
し
る
し
に
た
て

お
け
ば
わ
が
な
き
あ
と
は
い
つ
の
む
か
し
ぞ
天
真
仏
の

命
に
よ
り
て
桂
川
へ
身
を
投
ぐ
る
も
の
な
り
と
書
置
き
て

行
方
知
れ
ず
実
に
桂
川
へ
身
を
投
げ
入
れ
し
や
又

密
か
に
高
野
山
へ
登
ら
れ
し
と
云
説
も
有
し
と
な
り

師
の
弟
左
ヱ
門
隠
居
し
て
名
を
由
之
と
改
歌
道
の

宗
匠
な
り
其
三
男
橘
の
香 カ
ホ
ル

字
淡
齋
と
号
し

博
学
多
才
に
し
て
京
都
に
登
り
禁
中
学
師

菅
原
長
親

�の
学
舘
に
勤
め
学
頭
と
成
り
禁
中
の

詩
会
に
折
々
出
ら
れ
し
事
も
之
れ
有
と
な
り
さ
れ
共

壮
年
に
し
て
死
去
せ
し
な
り
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師 （

�）之実
父
性
ハ
山
本
氏
ハ
橘
名
ハ
新
左
衛
門
母
ハ
同
性

何
某
ノ
娘
佐
渡
ノ
人
也
師
兄
弟
五
人
三
人
男
弐
人

女
也
師
者
惣
領
次
男
ニ
譲

レ 家
ヲ
十
八

廿
二

才
ニ
し
て
出

家
ス
号
ハ
大
愚
名
ハ
良
寛
字
回 マ
ガ
リ集

メ
シ

レ
詩
ヲ者
ハ

蒲
原
郡
粟
生
津

ア
オ
フ
ヅ

邑
鈴
木
順
亭
也

出 （

�）雲崎
橘
屋
先
祖
者
出
雲
崎
之
城
主
山
本
治
郎
左
衛
門

加
茂
治
郎
茂
綱
の
時
ノ
人
也

之
末
葉
ニ
て
昔
よ
り
代
ゝ
村
長
ニ
て
神
職
也
実
父

隱
居
ノ
後
以
南
ト
改
名
シ
徘
徊
の
上
手
尓
て
久
敷
京

都
ニ
遊
歴
ス
或
時

そ
め
い
ろ
の
山
を
し
る
し
に
た
て

お
け
者
王
可
な
き
あ
と
ハ
い
つ
の
む
可
し
そ

天
真
佛
之

命
尓
よ
り
て
桂
川
江
身
を
な
く
る
毛
の
也
と
書
置
て

行
方
志
れ
須
実
尓
桂
川
江
身
を
な
介
う
連
し
や
又

ひ
そ
可
に
髙
野
山
江
登
ら
れ
し
と
云
説
も
有
し
と
也

師
の
弟
左
エ
門
隱
居
し
て
名
越
由
之
と
改
歌
道
の

宗
匠
也
其
三
男
橘
ノ
香 カ
ホ
ル字
淡
齋
と
号
し

�学
多
才
尓
し
て
京
都
尓
登
リ
禁
中
学
師

菅
原
長
親
郷
の
勤

二 学
舘

一 成
二 学
頭

一 禁
中
之

詩
會
尓
折
ゝ
出
ら
れ
し
事
も
有
之
と
也
さ
れ
共

壯
年
尓
し
て
死
去
せ
し
也

加
茂
治
郎
茂
綱
の
時
の
人
な
り
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由
支

比
古

由
支

比
古



貞
心
尼
略
年
譜
と
貞
心
尼
自
筆
書
簡

左
に
貞
心
尼
略
年
譜
を
付
す
。
さ
ら
に
、
貞
心
尼
自
筆
書
簡
は
現
在
六
通
が
伝
え
ら

れ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
、
巻
子
に
貼
り
並
べ
ら
れ
た
書
簡
を

基
準
に
順
次
通
し
番
号
を
付
け
て
、
そ
れ
ら
を
先
学
西
郡
久
吾
氏
、
相
馬
御
風
氏
、
堀

桃
坡
氏
が
採
録
し
た
書
簡
と
比
較
で
き
る
よ
う
に
一
覧
表
に
し
、
下
に
掲
げ
る
。

貞
心
尼
略
年
譜

寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）

1
長
岡
に
て
誕
生
（
長
岡
藩
士
奥
村
五
兵
衛
の
娘
ま
す
）

文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）

17

北
魚
沼
郡
小
出
島
の
医
師
関
長
温
に
嫁
ぐ

文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）

23

夫
と
離
別
し
実
家
へ
戻
り
の
ち

閻
王
寺
の
心
龍
、
眠
龍
姉
妹
尼
の
徒
と
な
る

文
政
九
年
（
一
八
二
六
）

29

島
崎
木
村
家
の
小
舎
に
良
寛
を
訪
ぬ

文
政
十
年
（
一
八
二
七
）

30

長
岡
福
島
閻
魔
堂
へ
移
る

天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）

33

病
臥
の
良
寛
禪
師
を
看
護
す
る

天
保
二
年
（
一
八
三
一
）

34

良
寛
禪
師
の
遷
化
（
正
月
六
日
）
に
遭
い
葬
儀
に
加

わ
る

天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）

44

柏
崎
洞
雲
寺
廿
五
世
定
廣
泰
禅
和
尚
に
つ
き
正
式
に

得
度
、
血
脈
相
続

嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）

54

釈

�堂
焼
失
（
四
月
廿
一
日
）、
そ
の
二
日
後
藏
雲
和

尚
へ
手
紙
を
認
む

安
政
六
年
（
一
八
五
九
）

63

智
譲
尼
弟
子
と
な
る

文
久
元
年
（
一
八
六
一
）

64

藏
雲
和
尚
へ
の
手
紙
を
認
む
（
や
よ
ひ
廿
七
日
）

元
治
二
年
（
一
八
六
五
）

68

藏
雲
和
尚
へ
の
手
紙
を
認
む
（
し
は
す
十
日
と
…
正
月

六
日
…
）

慶
應
三
年
（
一
八
六
七
）

70

藏
雲
和
尚
、
江
戸
芝
尚
古
堂
よ
り
『
良
寛
道
人
遺
稿
』

を
上
梓

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）

72

藏
雲
和
尚
、
世
壽
五
十
七
で
示
寂
（
六
月
十
二
日
）

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）

75

柏
崎
廣
小
路
の
不
求
庵
に
て
世
壽
七
十
五
で
逝
去

（
二
月
十
一
日
）
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４
（
８
）
宗
龍
禅
師
の
事
…

（
９
）
一
高
僧
傳
な
と
…

（

10）
師
之
実
父
…

（

11）
出
雲
崎
橘
屋
…

３
（
６
）
志
者
須
十
日
と
…

（
７
）
一
序
文
の
事
…

２
（
３
）
可
へ
春

�

日
尓
…

（
４
）
萬
事
ニ
久
し
う
…

（
５
）
龍
海
院

貞
心

方
丈
様

九
拝

御
も
と
へ

１
（
１
）
先
年
禪
師
…

（
２
）

此
方
弟
子
共
…

巻
子 先
学
採
録
貞
心
尼
自
筆
書
簡
一
覧
表

そ
の
六

Ａ
か
へ
す

�

御
詩
…
ｐ

286

Ｂ
春
も
い
つ
し
か
…

ｐ

286

Ｃ
初
春
の
比
…

ｐ

287

Ｄ
こ
ぞ
の
冬
…

ｐ

287

そ
の
五

Ａ
か
へ
す

�

御
便

ｐ

285

Ｂ
先
立
て
は
…

ｐ

285

＊
龍
海
院
方
丈
様

御
も
と
へ
貞
心
九
…

ｐ

286

そ
の
二

Ａ
此
程
は
…

ｐ

276

Ｂ
良
寛
禅
師
の
詩
集
…
ｐ

276

Ｃ
水
晶
山
の
…

ｐ

276

そ
の
四

Ｂ
後
半

ｐ

282～

4

不
採
録
（
略
）

不
採
録
（
略
）

不
採
録
（
略
）

そ
の
三

ｐ

278～

9

そ
の
三

ｐ

279～

80

＊
龍
海
院
方
丈
御
も
と
へ

貞
心
九
拝

ｐ

280

そ
の
一

ｐ

274

そ
の
一

ｐ

274～

5

×

そ
の
四

Ａ
ｐ

282

そ
の
四

Ａ
後
部

ｐ

282

堀
桃
坡
録
文

『
良
寛
と
貞
心
尼
の
遺
稿
』

三
Ａ

ｐ

194～

6

Ｂ
ｐ

196

四
Ａ

ｐ

196

Ｂ
ｐ

196～

7

＊
龍
海
院
方
丈
様
御
も
と
へ

貞
心
九
拝

ｐ

192

一
Ａ

ｐ

192～

3

Ｂ
ｐ

193～

4

二
Ａ

ｐ

194

Ｂ
ｐ

194

西
郡
久
吾
録
文

『
北
越

偉
人
沙
門
良
寛
全
傳
』

そ
の
二

Ｄ
ｐ

140

Ａ
ｐ

138～

9

Ｂ
ｐ

139

Ｃ
ｐ

140

そ
の
一

Ｃ
ｐ

133～

5

Ｃ
後
半

ｐ

133～

5

Ｄ
前
半

ｐ

1336

Ｄ
後
半

ｐ

1336～

7

＊
龍
海
院
方
丈
様
御
も
と

貞
心
九
拝

ｐ

1338

そ
の
一

Ａ
ｐ

130～

1

そ
の
一

Ａ
後
半

ｐ

131～

2

×

そ
の
一

Ｂ
ｐ

133

そ
の
一

Ｂ
後
末

ｐ

133

相
馬
御
風
録
文

『
良
寛
と
貞
心�貞
心
尼
全
集

�』



こ
れ
ら
を
見
る
と
、
例
え
ば
、
書
簡
の
上
包
の
宛
名
、
自
署
が
ど
こ
に
採
録
さ
れ
て

い
る
か
、
そ
の
変
化
が
確
認
さ
れ
る
。
書
簡
本
紙
の
配
列
も
紙
継
で
区
切
ら
れ
る
も
の

と
否
と
の
も
の
も
あ
り
、
正
確
に
は
何
通
と
す
べ
き
な
の
か
、
原
書
簡
が
所
在
不
明
な

ど
で
直
接
閲
覧
不
能
な
た
め
、
分
明
に
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
が
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
貞
心
尼
の
自
筆
書
簡
の
中
に
は
、
貞
心
尼
の
日
常
を
垣
間
見
さ
せ
る
記
述

も
存
在
し
て
い
る
。
貞
心
尼
は
越
後
長
岡
生
ま
れ
で
、
隣
地
魚
沼
小
千
谷
の
漢
方
医
の

も
と
へ
嫁
ぎ
、
夫
と
離
別
後
実
家
に
戻
り
、
そ
の
直
後
に
出
家
へ
の
道
を
踏
み
、
以
来

長
岡
、
柏
崎
辺
に
住
庵
し
て
い
た
が
、
時
に
は
上
州
、
江
戸
表
へ
も
足
を
運
ぶ
こ
と
が

あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
こ
の
越
後
を
出
た
こ
と
を
綴
る
文
が
見
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し

て
ま
た
、
越
後
人
貞
心
尼
の
書
き
綴
る
文
字
の
中
に
は
、
例
え
ば
、
「
志
ゆ
せ
ん
」
（
所

詮
）、
「
ゑ
ん
た
う
」
（
引
導
）、
「
迎
ひ
」
（
迎
へ
）、
し
ゐ
て
（
強
ひ
て
）、
給
ひ
ど
（
給
へ

ど
）、
候
へ
し
が
（
候
ひ
し
が
）、
あ
つ
ら
ひ
（
誂
へ
）
な
ど
と
方
言
を
話
す
貞
心
尼
を
偲

ば
す
も
の
が
見
ら
れ
る
。

貞
心
尼
の
自
筆
書
簡
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
貞
心
尼
の
日
常
の
姿
の
一
端
が
知
ら
れ

る
ば
か
り
か
、
書
簡
の
宛
主
の
藏
雲
和
尚
の
動
静
の
一
部
も
明
か
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ

る
。
例
え
ば
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
や
よ
ひ
廿
七
日
付
と
考
証
さ
れ
る
書
簡
（
堀

氏
採
録

そ
の
二
）
の
末
尾
に
添
え
書
き
さ
れ
た
部
分
に
、
「
水
晶
山
の
水
晶
水
に
て
水

晶
身
を
浴
し
給
ひ
し
の
ち
は
す
こ
や
か
に
な
ら
せ
給
ひ
ぬ
る
よ
し
承
は
り
…
」
と
あ
る

の
は
、
温
泉
で
の
湯
治
滞
留
を
示
す
と
こ
ろ
と
見
ら
れ
、
こ
れ
に
符
合
す
る
藏
雲
和
尚

自
筆
の
書
簡
が
、
相
馬
御
風
氏
に
よ
っ
て
そ
の
著
『
良
寛
百
考
』
に
採
録
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
「
龍
海
雲
浮
生
」
と
の
自
署
で
牧
江
忠
右
衛
門
に
宛
て
ら
れ
た
「
臘
月
廿

一
日
」
付
が
こ
れ
で
、
そ
こ
に
は
「
小
野
揖
別
後
信
州
山
田
温
泉
に
附
り
却
罹
病
痾
、

旬
餘
空
滯
杖
漸
八
月
下
旬
歸
院
仕
候
」
と
の
文
が
綴
ら
れ
て
い
て
、
体

�を
病
ん
だ
藏

雲
和
尚
の
消
息
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
文
は
、
藏
雲
和
尚
の
早
逝
の
原
因
を
推
測

さ
せ
も
す
る
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
、
巻
子
に
収
め
ら
れ
な
か
っ
た
貞
心
尼
筆
の
藏
雲
和
尚
宛
書
簡
を
、

参
考
の
た
め
に
先
学
堀
桃
坡
氏
の
著
書
『
良
寛
と
貞
心
尼
の
遺
稿
』
か
ら
引
録
し
て
お

く
こ
と
と
し
た
い
。

蔵
雲

和
尚

へ
の

手
紙

そ
の
二
（
堀

276頁
～
）
〔

三
条

市
一

ノ
木
戸

町
伊

藤
氏

蔵
貞
心
尼
筆
の

も
の

巻
物
〕

此
程
は
御
せ
う
そ
こ
給
は
り
ま
事
に
久

�

に
て
い
と
め
づ
ら
し
う
御
た

い
め
の
こ
ゝ
ち
し
て
く
り
か
へ
し
ま
ゐ
ら
せ
候
ま
づ
は
あ
な
た
さ
ま
に
も
御
機
げ
ん
よ
く
入
ら

せ
ら
れ
何

よ
り
御
め
で
度
ほ
ぎ
奉
り
候
わ
た
く
し
事
も
か
は
り
な
う
暮
し
を
り
候
ま
ゝ
は
ゞ
か
り
な
が
ら

み
心
安
う

お
ぼ
し
め
し
被
下
度
候
先
つ
と
し
参
ら
せ
し
書
物
も
相
違
な
く
と
ゞ
き
候
よ
し
安
心
い
た
し
ま

ゐ
ら
せ
候
御
へ
ん
じ

承
は
ら
ぬ
内
は
お
ぼ
つ
か
な
く
案
じ
ゐ
ま
ゐ
ら
せ
候
扨 さ
て去
年
中
は
殿
様
御
か
く
れ
遊
ば
さ
れ
何

か
と
御
事
し
げ
く
御

出
杖
も
で
き
か
ね
候
よ
し
御
も
つ
と
も
の
御
事
に
ぞ
ん
じ
ま
ゐ
ら
せ
候
こ
と
し
も
又
御
こ
し
遊

ば
さ
れ
度
や
う
に
お

ふ △

せ
ら
れ
候
へ
ど

今
は
は
や
ま
つ
と
も
い
は
じ
君
こ
ん
と
い
ふ
も
久
し
き
物
と
お
も
へ
ば

一
良
寛
禅
師
の
詩
集
上
木
遊
ば
さ
れ
度
と
の
お
ぼ
し
め
し
わ
た
く
し
も
か
ね

�

其
事
心
に
か

け
ど
ふ △

ぞ
い
さ
ゝ
か

に
て
も
板
に
ゑ
り
長
く
世
に
の
こ
さ
ま
し
く
お
も
ひ
ま
ゐ
ら
せ
候
へ
ど
何
分
自
分
に
お
よ
ば
ぬ

事
な
れ
ば
む
な
し

く
打
過
ま
ゐ
ら
せ
候
此
地
か
ん
原
へ
ん
の
者
共
く
は
立
て
多
く
詩
文
な
ど
あ
つ
め
し
と
の
事
に

候
へ
ど
今
だ
出
来
立 、

不
申
候
や
と
か
く
か
様
の
事
は
成
が
た
き
物
に
て
先
年
も
石
碑
立
む
と
わ
た
く
し
も
江
戸
ま

で
参
り
文
も
出
き

石
も
と
り
よ
せ
候
へ △

し
か
ど
俗
人
の
と
り
も
ち
ゆ
ゑ
い
ろ

�

も
の
事
を
申
長
び
く
内
に
せ
わ

人
死
去
い
た
し
其
後
と

り
立
て
せ
わ
す
る
者
も
な
く
今
は
石
も
か
く
成
し
と
の
事
に
候
さ
れ
や
君
の
御
志
願
お
そ
く
も

も
し
成
就
い
た
し
候
は
ゞ
い
か
ば
か
り
う
れ
し
か
ら
む
と
ぞ
ん
じ
ま
ゐ
ら
せ
候

一
ま
事
や
お
ふ △

せ
の
ご
と
く
ち
か
比
は
僧
俗
共
に
道
を
守
ら
ず
見
る
も
き
く
も
か
た
は
ら
い
た

き
事
の
み
に
て

行
人
の
た
え
て
な
け
れ
ば
や
へ
む
ぐ
ら
し
げ
り
て
道
も
わ
か
れ
ざ
り
け
り
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な
げ
か
は
し
き
こ
と
に
南
君
に
も
か
ね
て
御
隠
居
あ
そ
ば
さ
れ
度
と
の
お
ぼ
し
め
し
御
も
つ

と
も
に
は
候
へ
ど
さ

の
み
い
そ
が
せ
給
ふ
に
も
お
よ
ぶ
ま
じ
く
や
御
身
だ
に
ま
め
に
な
ら
せ
給
は
ゞ
何
も
娑
婆
や
く

と
お
ぼ
し
め
し
い
ま

し
ば
ら
く
御
住
職
の
か
た
よ
ろ
し
か
ら
む
か
と
も
か
く
も
世
の
な
か
の
あ
る
に
ま
か
せ
縁
に
し

た
が
ひ
時
を
過
す
よ

り
ほ
か
な
く
ぞ
ん
じ
ま
ゐ
ら
せ
候
こ
こ
え
ま
ほ
し
き
事
は
つ
き
せ
ず
候
へ
ど
又
々
後
の
便
り
と

ま
づ
は
あ
ら

�

か

し
こ

や
よ
ひ
廿
七
日

貞
心
九
拝

龍
海
院
方
丈
様

御
も
と
へ

水
晶
山
の
水
晶
水
に
て
水
晶
身
を
浴
し
給
ひ
し
の
ち
は
す
こ
や
か
に
な
ら
せ
給
ひ
ぬ
る

よ
し
承
は
り
よ
そ
な

が
ら
悦
び
ま
ゐ
ら
せ
候
こ
た
び
も
又
何
よ
り
の
し
な
給
は
り
有
が
た
く
い
た
ゞ
き
ま
ゐ

ら
せ
て

く
り
か
へ
し
か
へ
す

�

も
お △

だ
ま
き
の
い
と
も
う
れ
し
き
君
が
ま
ご
こ
ろ

蔵
雲
和
尚
へ
の
手
紙

そ
の
五
（
堀

285頁
～
）〔
長
岡
市
本
町
杵
淵
氏
所
持
貞
心
尼
筆
の
手
紙
〕

か
へ
す

�

御
便
り
の
せ
つ
御
や
す
う
御
き
か
せ
給
は
り
度
御
ね
が
い
申
上
ま
ゐ
ら
せ

候
は
ゝ
か
り
な
が
ら

御
つ
れ
遊
ば
さ
れ
候
三
人
の
方
々
へ
も
御
つ
ひ △

で
の
せ
つ
よ
ろ
し
う
御
ね
が
ひ
申
上
ま

ゐ
ら
せ
候

先
立
て
は
久
々
に
て
御
た
い
め
ん
申
上
ま
事
に
う
れ
し
く
悦
び
入
る
ま
ゐ
ら
せ
候
さ
れ
ど
何
か

と
御
事
し
げ
く
て
し
み

�

御
物
語
り
も
聞
え
か
は
さ
ず
御
わ
か
れ
申
上
候
へ
ば
い
と

�

御
残
り
多
く
ぞ
ん
じ
ま
ゐ

ら
せ
候
御
道
中
つ
ゝ

が
な
く
御
か
へ
り
遊
ば
さ
れ
候
後
も
何
の
御
障
り
も
な
う
お
は
し
ま
し
候
や
い
か
ゞ
と
御
案
じ

申
上
ま
ゐ
ら
せ
候
わ

た
き
し
事
は
か
は
り
な
う
く
ら
し
を
り
候
ま
ゝ
は
ゞ
か
り
な
が
ら
御
心
安
く
お
ぼ
し
め
し
給
は

り
度
候
き
み
此
地
に

お
は
し
ま
し
候
程
は
て
ん
き
も
よ
ろ
し
く
真
事
に
時
せ
つ
に
御
座
候
へ △

し
が
か
へ
ら
せ
給
ひ
て

後
は
て
ん
き
あ

し
く
土
用
中
も
ふ
り
く
ら
し
候
へ
ば
米
ね
だ
ん
に
は
か
に
高
く
な
り
人
の
心
も
お
だ
や
か
な
ら

ず
下
々
の
も
の
は
た
ゞ

く
ど
き
ば
な
し
の
み
い
た
し
を
り
真
事
に
な
げ
か
は
し
き
事
に
ぞ
ん
じ
ま
ゐ
ら
せ
候
さ
れ
ど
此

ほ
ど
は
て
ん
き
も
少

し
は
よ
ろ
し
く
な
り
候
へ
ば
此
分
に
て
照
つ
ゞ
き
候
は
ゞ
か
く
べ
つ
の
事
も
あ
る
ま
じ
と
の
事

に
御
座
候
日
に
そ
へ △

あ
つ
さ
も
ま
さ
り
行
候
へ
ば
ず
い
分

�

よ
く
御
い
と
ひ
遊
ば
さ
る
べ
く
候
先
は
御
や
う
す
承

は
り
度
あ
ら

�

か

し
こ

水
無
月
廿
日

貞
心
九
拝

龍
海
院
方
丈
様

御
も
と
へ

蔵
雲
和
尚
へ
の
手
紙

そ
の
六
（
堀

286頁
～
）〔
直
江
津
市
山
本
医
院

貞
心
尼
筆
の
手
紙
〕

か
へ
す

�

御
詩
い
ろ

�

見
せ
給
は
り
有
が
た
く
し
ら
ず
な
が
ら
何
れ
も
御
作
意
お

も
し
ろ
く
承
は
り
ま
ゐ
ら
せ
候

春
も
い
つ
し
か
中
半
過
や
う

�

此
程
は
少
し
は
の
ど
や
か
に
な
り
ま
ゐ
ら
せ
候
あ
な
た
様
に

も
い
よ
い
よ
御
機
げ

ん
よ
く
入
ら
せ
ら
れ
候
は
ん
と
御
め
で
度
ぞ
ん
じ
上
ま
ゐ
ら
せ
候
わ
た
く
し
事
も
か
は
り
な
う

く
ら
し
を
り
候
ま
ゝ

は
ゞ
か
り
な
が
ら
み
心
安
う
お
ぼ
し
め
し
給
は
り
度
候
扨
又
こ
ぞ
の
冬
は
い
と
め
づ
ら
し
き
わ

た
を
ん
じ
ゃ
く
を
給

は
り
是
ま
で
見
し
こ
と
も
き
ゝ
し
事
も
な
く
候
へ
ば
い
た
ゞ
き
も
あ
へ
ず
ま
ず
心
見
に
せ
中

へ
入
お
き
侍
る
に
南
ほ

の

�

と
春
日
に
あ
た
る
こ
ゝ
ち
し
て
寒
さ
も
し
ら
ず
く
ら
し
ま
ゐ
ら
せ
候
ま
事
や
年
々
そ
れ
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�

に
み
心
つ
か
せ

ら
れ
老
の
寒
さ
を
す
く
は
せ
給
ふ
事
世
に
有
が
た
く
よ
る
ひ
る
悦
び
ま
ゐ
ら
せ
候

い
つ
の
世
に
お
く
り
か
へ
さ
ん
い
ろ

�

と
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
き
み
が
を
ん
じ
や
く

御
わ
ら
ひ
草
に
南

初
春
の
比
こ
の
地
山
田
何
が
し
御
手
紙
持
参
し
尋
く
れ
ら
れ
く
は
し
き
御
様
子
承
は
り
よ
ろ
こ

び
ま
ゐ
ら
せ
候
師
の

詩
集
も
大
か
た
で
き
あ
が
り
候
よ
し
ま
づ

�

安
度
（
安

�）
い
た
し
有
が
た
く
悦
び
ま
ゐ
ら

せ
候
此
春
は
あ
な
た

様
に
も
江
戸
表
へ
御
こ
し
遊
ば
さ
れ
候
よ
し
さ
れ
ば
御
か
へ
り
の
後
御
く 、
だ 、
し 、
給
は
る
べ
く
と

御
ま
ち
申
上
奉
候
ま

づ
は
御
礼
ま
で
に
あ
ら

�

か
し
こ

二
月
十
七
日

貞
心
九
拝

龍
海
院
方
丈
様

御
も
と

こ
ぞ
の
冬
四 、
ツ 、
谷 、
の
さ
ん
ど
に
あ
つ
ら
ひ △

つ
か
は
し
候
手
紙
と
ゞ
き
し
や
い
か
ゞ
お
ぼ

つ
か
な
く
南

（
細
井
瞳
）

参
考
文
献

原
坦
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著
『
鶴
巣
集
』
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總
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光
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村
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編
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良
寛
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馬
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良
寛
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書
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昭
和
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御
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昭
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13年
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佐
久
太
著
「
良
寛
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人
遺
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と
藏
雲
和
尚
に
つ
い
て
」
（
『
跳
龍
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第

78號
大
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山

総
持
寺
三
松

會
昭
和

28年

2月

1日
）

堀
桃
坡
著
『
良
寛
と
貞
心
尼
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遺
稿
』
日
本
文
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社
昭
和

37年

7月

1日

原
田
勘
平
著
『
良
寛
雑
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』
北
洋
印
刷
昭
和

49年

5月

1日

市
川
忠
夫
著
『
良
寛
の
人
間
像
』
煥
乎
堂
昭
和

52年

10月

30日

飯
田
利
行
著
『
畔
上
楳
仙
禅
師
遺
稿
』
国
書
刊
行
会
昭
和

59年

9月

27日

藤
井
正
宣
著
『
良
寛
を
め
ぐ
る
医
師
た
ち
』〔
良
寛
医
談
〕
考
古
堂
書
店
平
成

10年

10月

10

日

龍
海
院
編
『
是
字
寺
龍
海
院
誌
』
龍
海
院
平
成

19年

6月

25日
改
訂
第

2刷

そ
の
他

謝
辞

本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
写
真
掲
出
、
資
料
調
査
等
で
次
の
方
々
か
ら
温
か
な
ご
理
解
と
ご
支

援
を
賜
っ
た
。
謹
記
し
て
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

燕
市
良
寛
史
料
館
館
長
西
海
土
壽
郎
先
生

前
橋
龍
海
院
三
十
四
世
過
外
一
雄
夫
人

美
代
様

上
州
良
寛
会
会
長
市
川
忠
夫
先
生

同
副
会
長

近
藤
日
出
夫
先
生

他

（
ほ
そ
い
ひ
と
み

日
本
語
日
本
文
学
科
卒
業
生
）

（
た
く
ま
の
ぶ
ゆ
き

日
本
語
日
本
文
学
科
）

―261―
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